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日本語学習者は多様化した。1980 年代から 1990 年代にかけて、外国人留学生だけではな
く、「中国帰国者」、「インドシナ難民」や海外で成長する「日本人の子ども」など、日本語
学習者の背景は、単に国籍だけで区別できない状況が見られた。 
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 2 Clifford（1988）参照。 
 3 清水（2014：19）は、人類学における「応答とは、人類学者の側が呼びかけられていることを自
覚し、それに対するレスポンスとしての、具体的な発言と行動である」と述べている。 
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